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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月8日(2021.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セパレータを介して積層された複数のバイポーラ電極を有する電極積層体と、
　前記複数のバイポーラ電極の積層方向において、互いに隣り合う２つのバイポーラ電極
の間を封止する封止体と、
を備え、
　前記複数のバイポーラ電極のそれぞれは、電極板と、前記電極板の第１面に設けられた
第１電極と、前記電極板の前記第１面と反対側の第２面に設けられた第２電極と、を備え
、
　前記封止体は、前記電極板の外縁部に設けられた一次封止体と、前記一次封止体の周囲
に設けられた二次封止体と、を備え、
　前記一次封止体は、前記第１面に溶着された第１樹脂層と、前記第２面に溶着された第
２樹脂層と、を備え、
　前記第１樹脂層は、前記第２樹脂層よりも前記電極積層体の内側に延在し、前記セパレ
ータの外縁部が載置されている延在領域を含み、
　前記第１面における前記第１樹脂層との第１接合部分、及び前記第２面における前記第
２樹脂層との第２接合部分のうちの少なくとも一方は、粗面化されている、蓄電モジュー
ル。
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【請求項２】
　前記第１接合部分は、粗面化されており、
　前記第２樹脂層は、酸変性ポリオレフィン樹脂から構成される、請求項１に記載の蓄電
モジュール。
【請求項３】
　前記第２接合部分は、粗面化されており、
　前記第１樹脂層は、酸変性ポリオレフィン樹脂から構成される、請求項１に記載の蓄電
モジュール。
【請求項４】
　前記第１接合部分は、粗面化されており、
　前記第２接合部分は、粗面化されている、請求項１に記載の蓄電モジュール。
【請求項５】
　電極板と、前記電極板の第１面に設けられた第１電極と、前記電極板の前記第１面と反
対側の第２面に設けられた第２電極と、をそれぞれ備える複数のバイポーラ電極を準備す
る工程と、
　前記複数のバイポーラ電極のそれぞれの前記電極板の外縁部に一次封止体を形成する工
程と、
　セパレータを介して前記複数のバイポーラ電極を積層することで電極積層体を形成する
工程と、
　前記電極積層体に設けられた前記一次封止体の周囲に二次封止体を形成する工程と、
を備え、
　前記一次封止体を形成する工程では、前記第１面の外縁部に第１樹脂層を配置するとと
もに、前記第２面の外縁部に第２樹脂層を配置し、前記第１樹脂層及び前記第２樹脂層を
前記電極板に溶着することで、前記一次封止体が形成され、
　前記第１樹脂層は、前記第２樹脂層よりも前記電極積層体の内側に延在した延在領域を
含み、
　前記電極積層体を形成する工程では、前記セパレータの外縁部が前記延在領域に載置さ
れる、蓄電モジュールの製造方法。


	header
	written-amendment

